『續紅樓夢』考 ： その「先行作品」との関係及び作風について by 藤田, 尚代
『續
紅
樓
夢
』
考
1
そ
の
「
先
行
作
品
」
と
の
関
係
及
び
作
風
に
つ
い
て
ー
藤
田
尚
代
1
〔抄
録
〕
『續
紅
樓
夢
』
は
嘉
慶
四
年
(
一
七
九
九
)
に
抱
甕
軒
か
ら
出
版
さ
れ
た
『紅
樓
夢
』
続
書
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
『續
紅
樓
夢
』
と
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
作
品
な
の
か
、
「先
行
作
品
」
(『紅
樓
夢
』
、
『後
紅
樓
夢
』)
と
の
関
係
及
び
そ
の
作
風
の
解
明
、
そ
の
文
学
的
限
界
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
、
『續
紅
樓
夢
』
に
つ
い
て
梗
概
、
秦
子
忱
に
つ
い
て
、
版
本
の
紹
介
。
二
、
「前
作
」
と
の
関
係
を
交
え
て
、
『續
紅
樓
夢
』
が
執
筆
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
。
三
、
『續
紅
樓
夢
』
の
作
品
構
成
に
つ
い
て
(
一
)
人
物
設
定
、
(二
)
空
間
設
定
。
四
、
『續
紅
樓
夢
』
の
作
風
、
そ
の
調
和
団
円
へ
の
指
向
と
読
者
協
力
の
予
想
、
そ
し
て
諧
謔
性
と
"軽
み
"
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
中
国
小
説
史
を
巨
視
的
に
見
渡
す
と
、
明
末
の
通
俗
文
芸
愛
好
家
で
あ
る
馮
夢
龍
が
「四
大
奇
書
」
と
称
し
た
『三
國
志
通
俗
演
義
』
、
『西
遊
記
』
、
『水
滸
傅
』
、
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
以
上
四
つ
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
秦
子
忱
に
は
、
続
書
と
は
前
書
に
続
く
も
の
で
、
妄
り
に
増
や
し
た
り
削
り
取
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
そ
れ
故
『紅
樓
夢
』
の
人
物
や
逸
話
を
『續
紅
樓
夢
』
に
取
り
出
し
、
あ
え
て
『紅
樓
夢
』
の
枠
に
留
ま
り
意
識
的
に
踏
み
越
え
な
い
よ
う
に
し
た
。
『續
紅
樓
夢
』
は
寶
玉
・
黛
玉
の
情
縁
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
本
筋
と
し
て
、
『紅
樓
夢
』
で
の
矛
盾
を
調
和
し
、
小
さ
な
逸
話
を
取
り
上
げ
、
諧
謔
性
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
本
筋
を
彩
っ
た
作
品
だ
と
考
え
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
"
『續
紅
樓
夢
』
、
『紅
樓
夢
』
續
書
、
秦
子
忱
(
　
)
『金
瓶
梅
』
が
明
末
に
出
揃
い
、
一
方
、
曹
雪
芹
が
心
血
を
注
い
だ
『紅
樓
夢
』
が
清
初
の
乾
隆
初
年
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
何
故
か
「
四
大
奇
書
」
や
『紅
樓
夢
』
に
相
当
す
る
作
品
が
創
作
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
流
れ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
続
作
が
陸
続
と
し
て
作
ら
一
一
五
『續
紅
樓
夢
』
考
(藤
田
尚
代
)
れ
て
い
く
。
主
た
る
続
書
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
萬
暦
三
七
年
(
一
六
〇
九
)
に
出
た
西
陽
野
史
作
『三
國
志
後
傅
』
十
巻
百
四
十
回
、
そ
の
後
丁
野
鶴
作
『續
金
瓶
梅
』
十
二
巻
六
十
四
回
が
順
治
十
七
年
(
一
六
六
〇
)
、
陳
忱
作
『水
滸
後
傅
』
四
十
回
は
康
煕
三
年
(
一
六
六
四
)
、
無
名
氏
作
『続
西
遊
記
』
百
回
は
同
治
七
年
(
一
八
六
八
)
に
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
。
『紅
樓
夢
』
の
続
書
に
至
っ
て
は
、
お
び
た
だ
し
い
作
品
が
作
ら
れ
る
が
、
乾
隆
末
年
に
作
ら
れ
た
と
お
ぼ
し
き
逍
遥
子
作
『後
紅
樓
夢
』
が
、
続
書
の
最
も
早
い
も
の
で
、
次
い
で
今
回
と
り
あ
げ
る
秦
子
忱
作
『續
紅
樓
夢
』
が
こ
れ
に
続
く
。
で
は
何
故
「
四
大
奇
書
」
『紅
樓
夢
』
に
続
い
て
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
傑
作
が
新
た
に
作
ら
れ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
続
作
が
作
ら
れ
る
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
。
今
、
筆
者
が
考
え
て
い
る
所
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
詩
に
お
い
て
唐
・
宋
が
ピ
ー
ク
と
な
り
元
以
降
の
そ
れ
が
過
去
の
詩
の
典
型
を
祖
述
す
る
に
至
っ
た
よ
う
に
、
「
四
大
奇
書
」
な
ど
が
出
現
し
た
明
末
清
初
が
白
話
長
編
小
説
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
展
開
は
「四
大
奇
書
」
や
『紅
樓
夢
』
と
い
う
典
型
を
祖
述
す
る
方
向
に
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
が
恐
ら
く
続
作
と
い
う
形
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
の
テ
ー
マ
は
大
問
題
な
の
で
今
回
は
暫
ら
く
お
く
と
し
て
、
本
稿
で
は
『紅
樓
夢
』
第
二
の
続
書
た
る
秦
子
忱
の
『續
紅
樓
夢
』
に
関
し
、
こ
の
小
説
が
書
か
れ
た
経
緯
や
そ
の
作
風
の
解
明
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
の
小
説
が
一
体
ど
の
よ
う
な
性
格
の
小
説
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
副
題
に
か
か
げ
た
「先
行
作
品
」
と
は
『續
紅
樓
夢
』
よ
り
前
に
存
在
し
、
作
者
秦
子
忱
が
そ
れ
を
見
て
こ
の
小
説
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
『紅
樓
夢
』
一
一
六
百
二
十
回
と
続
書
『後
紅
樓
夢
』
三
十
回
の
両
書
を
指
す
。
以
下
『紅
樓
夢
』
を
「前
作
一
」
、
『後
紅
樓
夢
』
を
「前
作
二
」
と
略
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
尚
、
『紅
樓
夢
』
続
書
に
関
す
る
主
な
る
研
究
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
林
(
2
)
依
瓏
氏
の
『無
才
可
補
天
-
《紅
樓
夢
》
續
書
研
究
』
と
趙
建
忠
氏
の
『紅
樓
夢
M
)
續
書
研
究
』
等
が
あ
る
。
(
一
)
『續
紅
樓
夢
』
の
梗
概
ま
ず
、
『續
紅
樓
夢
』
の
梗
概
か
ら
見
て
み
よ
う
。
話
は
「前
作
一
」
九
十
八
回
の
黛
玉
の
死
か
ら
始
ま
る
。
黛
玉
は
死
後
、
太
虚
幻
境
へ
と
帰
り
、
先
に
亡
く
な
っ
た
金
釧
児
・
晴
霎
ら
に
出
迎
え
ら
れ
る
。
香
菱
は
亡
く
な
り
太
虚
幻
境
へ
帰
る
途
中
、
父
、
甄
子
隠
に
会
い
わ
が
身
の
境
遇
を
知
る
。
そ
の
他
に
も
太
虚
幻
境
に
は
元
妃
(元
春
)
・
迎
春
・
秦
可
卿
・
王
熙
鳳
・
尤
二
姐
・
尤
三
姐
・
鴛
鴦
・
妙
玉
ら
が
戻
っ
て
き
て
お
り
、
し
ば
し
逍
遥
の
日
々
を
送
る
。
一
方
、
地
府
で
賈
母
は
焦
大
を
供
に
し
て
、
林
如
海
・
賈
敏
・
賈
珠
ら
に
遇
う
。
林
如
海
は
亡
く
な
っ
た
後
、
螂
都
城
の
城
隍
爺
(冥
土
の
裁
判
官
)
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
賈
母
・
賈
敏
ら
は
こ
れ
ま
で
の
人
界
の
様
子
、
地
府
に
来
て
か
ら
の
様
子
を
互
い
に
話
し
再
会
を
喜
び
合
う
が
、
黛
玉
が
す
で
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
り
そ
の
行
方
を
捜
す
。
元
妃
は
賈
母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
鴛
鴦
・
王
煕
鳳
・
尤
三
姐
を
地
府
に
遣
わ
し
て
賈
母
を
探
さ
せ
た
。
鴛
鴦
・
王
煕
鳳
ら
は
林
如
海
の
命
を
受
け
て
黛
玉
を
探
し
て
い
た
司
棋
・
鮑
二
の
妻
に
会
い
、
皆
そ
ろ
っ
て
都
都
城
へ
も
ど
り
、
そ
こ
で
賈
母
・
賈
敏
ら
は
黛
玉
が
太
虚
幻
境
に
い
る
事
を
知
る
。
寶
玉
は
試
験
場
で
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
後
、
茫
茫
大
士
・
渺
渺
真
人
の
も
と
で
柳
湘
蓮
と
共
に
修
行
し
て
い
た
。
あ
る
と
き
甄
子
隠
が
や
っ
て
き
て
宝
玉
に
黛
玉
が
太
虚
幻
境
に
居
る
こ
と
を
告
げ
、
法
術
を
ほ
ど
こ
し
て
寶
玉
と
柳
湘
蓮
を
太
虚
幻
境
へ
と
送
る
。
さ
ら
に
寶
玉
は
黛
玉
と
の
結
婚
を
林
如
海
に
許
し
て
も
ら
う
為
、
地
府
へ
と
向
か
う
。
寶
玉
は
地
府
の
料
理
屋
で
賈
珠
・
秦
鐘
に
会
い
、
ま
た
林
如
海
に
会
っ
て
黛
玉
と
の
結
婚
を
許
し
て
も
ら
う
。
林
如
海
が
任
期
を
終
え
て
、
天
曹
に
赴
く
途
中
、
太
虚
幻
境
に
行
き
寶
玉
.
黛
玉
の
結
婚
を
と
り
お
こ
な
う
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
に
地
府
で
は
王
熙
鳳
に
よ
っ
て
結
婚
を
妨
害
さ
れ
た
張
金
哥
と
そ
の
夫
の
結
婚
、
そ
し
て
馮
淵
が
賈
金
桂
を
妾
に
す
る
一
件
が
あ
り
、
そ
の
後
林
如
海
に
同
行
す
る
。
賈
母
は
賈
政
の
夢
に
、
妙
玉
を
除
く
元
妃
・
迎
春
・
黛
玉
・
王
煕
鳳
・
秦
可
卿
・
香
菱
・
尤
二
姐
・
尤
三
姐
・
晴
霎
・
金
釧
児
・
瑞
珠
ら
十
一
人
が
生
き
返
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
、
亡
骸
の
回
収
を
告
げ
る
。
そ
し
て
賈
母
の
話
し
ど
お
り
期
日
が
来
る
と
、
十
一
人
の
魂
は
そ
れ
ぞ
れ
も
と
の
体
に
戻
り
生
き
返
る
。
林
如
海
は
城
隍
爺
に
任
じ
ら
れ
て
、
林
如
海
・
賈
敏
・
賈
母
・
賈
珠
ら
は
城
隍
廟
に
住
む
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
以
後
賈
家
の
人
間
が
城
隍
廟
に
や
っ
て
来
て
、
林
如
海
た
ち
と
た
や
す
く
交
流
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
賈
蘭
・
賈
環
た
ち
も
結
婚
し
、
史
湘
雲
の
夫
も
生
き
返
っ
て
林
如
海
の
後
継
ぎ
と
な
る
。
迎
春
の
夫
・
孫
紹
祖
と
賈
環
は
僧
・
道
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
品
性
よ
ろ
し
く
な
い
人
物
で
あ
っ
た
が
善
良
な
人
間
に
な
っ
た
。
寶
玉
は
寶
釵
・
黛
玉
、
晴
霎
・
紫
鵑
・
金
釧
児
・
鶯
児
ら
の
妻
妾
に
囲
ま
れ
て
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
仲
む
つ
ま
じ
く
楽
し
く
暮
ら
す
。
官
職
も
翰
林
士
と
な
り
、
元
妃
は
二
度
省
親
す
る
。林
如
海
は
新
た
に
天
曹
の
役
職
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
賈
母
は
天
に
昇
天
し
て
賈
代
善
に
会
う
。
途
中
、
寶
玉
ら
は
太
虚
幻
境
ま
で
見
送
り
に
行
き
、
そ
こ
で
「太
虚
幻
境
」
が
「太
虚
仙
境
」
に
、
「離
魂
天
」
が
「補
魂
天
」
に
、
「薄
命
司
」
が
「鐘
情
司
」
と
改
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
こ
こ
に
お
い
て
大
団
円
で
物
語
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。
(二
)
秦
子
忱
に
つ
い
て
『續
紅
樓
夢
』
の
作
者
・
秦
子
忱
に
つ
い
て
は
大
変
遺
憾
な
が
ら
そ
の
大
半
は
不
明
で
あ
る
。
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
み
を
以
下
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
号
は
(
4
)
(
5
)
雪
塢
、
隴
西
の
人
で
、
室
名
を
百
甕
軒
と
い
っ
た
。
ま
た
『續
紅
樓
夢
』
の
「序
」
に
よ
れ
ば
「雪
塢
、
秦
都
闘
、
以
隴
西
世
冑
」
と
あ
り
、
秦
子
忱
が
も
と
は
隴
西
の
人
で
後
に
山
東
へ
行
き
亠兌
州
都
司
(正
四
品
の
武
官
)
を
し
て
い
た
事
が
あ
っ
(
6
)
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
都
司
は
、
位
は
参
将
に
つ
ぐ
下
級
軍
職
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
謇
れ
る
の
は
武
人
が
小
説
の
作
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
以
外
に
武
人
の
小
説
作
者
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
秦
子
忱
は
、
い
わ
ゆ
る
紅
迷
の
一
人
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(三
)
『續
紅
樓
夢
』
の
版
本
に
つ
い
て
『續
紅
樓
夢
』
の
最
も
古
い
版
本
は
抱
甕
軒
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
七
九
九
年
嘉
慶
四
年
抱
甕
軒
本
一
一
七
『續
紅
樓
夢
』
考
(藤
田
尚
代
)
見
返
し
「
嘉
慶
己
未
新
栞
、
續
紅
樓
夢
、
抱
甕
軒
」
、
鄭
師
靖
の
「序
」
あ
り
諢
渫
の
「題
詞
」
あ
り
、
秦
子
忱
の
「續
紅
樓
夢
弁
言
」、
「題
詞
」
あ
り
「續
紅
樓
夢
凡
例
」
六
條
、
「續
紅
樓
夢
目
録
」
三
十
巻
こ
の
後
、
幾
度
も
出
版
さ
れ
た
が
以
下
に
あ
げ
る
の
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
光
諸
七
年
聚
珍
堂
本
活
字
印
一
八
八
二
年
八
年
抱
甕
軒
本
一
八
八
二
年
八
年
経
訓
堂
本
一
入
入
入
年
十
四
年
善
友
堂
本
一
九
二
〇
年
上
海
江
東
茂
記
書
局
本
石
印
一
九
二
一
年
上
海
大
成
書
局
本
石
印『紅
樓
夢
續
編
』
尚
、
本
稿
は
一
九
九
〇
年
上
海
古
籍
出
版
社
《古
本
小
説
集
成
》
第
二
批
、
(
7
>
『續
紅
樓
夢
』
三
冊
を
底
本
と
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
二
で
は
次
に
、
『續
紅
樓
夢
』
が
書
か
れ
る
に
到
っ
た
経
過
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
秦
子
忱
は
な
ぜ
『紅
樓
夢
』
続
書
を
書
い
た
の
か
、
そ
の
動
機
を
探
る
と
し
ば
し
ば
「前
作
」
に
対
す
る
不
満
が
窺
え
る
。
(
[
)
『續
紅
樓
夢
』
執
筆
に
い
た
る
経
過
秦
子
忱
が
『續
紅
樓
夢
』
を
執
筆
す
る
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
の
文
章
が
一
一
八
「續
紅
樓
夢
弁
言
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
於
寶
・
黛
之
情
縁
終
不
能
釋
然
於
懐
、
夫
以
補
天
之
石
而
仍
有
此
缺
陷
耶
1
公
暇
、
過
東
魯
書
院
、
晤
鄭
藥
園
山
長
、
偶
及
其
故
。
藥
園
戲
謂
日
..
「子
盍
續
之
乎
?
」
余
第
笑
而
頷
之
、
然
亦
不
過
一
時
之
戲
談
耳
。
逧
藥
園
移
席
於
滕
、
復
致
書
日
.
.
「
『紅
樓
夢
』
已
有
續
刻
矣
、
子
其
見
之
乎
?
」
余
竊
幸
其
先
得
我
心
也
。
因
多
方
購
求
、
得
窺
全
貌
。
見
其
文
詞
浩
瀚
、
詩
句
新
奇
、
不
勝
傾
慕
。
然
細
玩
其
叙
事
處
、
大
率
於
原
本
相
反
、
而
語
言
聲
口
亦
與
前
書
不
相
吻
合
、
於
人
心
終
覺
未
恆
。
余
不
禁
故
志
復
萌
、
戲
續
數
卷
以
踐
前
語
。
こ
の
文
章
は
、
秦
子
忱
が
病
に
な
り
休
暇
を
申
請
し
て
療
養
中
に
、
同
僚
か
ら
『紅
樓
夢
』
を
借
り
て
読
み
、
気
を
紛
ら
わ
す
事
に
し
た
と
い
う
話
か
ら
、
上
記
に
引
用
し
た
よ
う
な
『續
紅
樓
夢
』
の
執
筆
に
至
っ
た
経
過
に
話
が
及
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
「藥
園
」
と
は
『續
紅
樓
夢
』
の
「序
」
を
書
い
た
鄭
師
靖
の
こ
と
で
秦
子
忱
と
は
非
常
に
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「續
刻
」
に
つ
い
て
は
、
『續
紅
樓
夢
』
以
前
に
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「前
作
二
」
だ
け
で
あ
る
。
『續
紅
樓
夢
』
と
同
じ
年
に
出
版
さ
れ
た
続
書
は
他
に
『綺
樓
重
夢
』
、
『紅
樓
復
夢
』
が
あ
る
が
、
「前
書
二
」
が
『續
紅
樓
夢
』
中
に
頻
繁
に
そ
の
書
名
の
み
な
ら
ず
内
容
に
至
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
『綺
樓
重
夢
』
、
『紅
樓
復
夢
』
に
つ
い
て
書
名
す
ら
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
秦
子
忱
が
『綺
樓
重
夢
』
、
・『紅
樓
復
夢
』
を
知
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
「續
刻
」
と
は
「前
作
二
」
の
こ
と
だ
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「續
紅
樓
夢
弁
言
」
で
は
秦
子
忱
が
「前
作
一
」
を
読
ん
で
続
書
を
書
く
に
は
至
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
不
満
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
「前
作
二
」
を
読
ん
で
納
得
が
い
か
ず
に
反
発
し
、
続
書
を
書
く
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
で
は
、
「前
作
一
」
と
「前
作
二
」
の
如
何
な
る
事
柄
が
秦
子
忱
に
続
書
を
書
か
せ
た
の
か
次
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
(
二
)
秦
子
忱
の
「前
作
」
へ
の
不
満
秦
子
忱
が
『續
紅
樓
夢
』
を
書
い
た
一
番
の
動
機
は
、
「前
作
一
」
が
悲
劇
小
説
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特
に
そ
の
主
人
公
で
あ
る
賈
寶
玉
と
林
黛
玉
が
結
ば
れ
な
か
っ
た
事
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
續
紅
樓
夢
弁
言
」
の
「
於
寶
・
黛
之
情
縁
終
不
能
釋
然
於
懐
、
夫
以
補
天
之
石
而
仍
有
此
缺
陷
耶
1
」
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
「前
作
一
」
の
寶
玉
と
黛
玉
の
情
縁
に
つ
い
て
納
得
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
文
章
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
秦
子
忱
が
筆
を
と
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
藥
園
の
「君
は
ど
う
し
て
続
き
を
書
か
な
い
の
か
?
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
秦
子
忱
は
笑
っ
て
頷
い
た
が
、
一
時
の
冗
談
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
「前
作
一
」
に
お
け
る
宝
玉
・
黛
玉
の
情
縁
の
結
末
に
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
続
き
を
書
く
と
い
う
行
動
に
出
る
ま
で
秦
子
忱
の
心
を
動
か
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
秦
子
忱
が
具
体
的
に
執
筆
を
決
心
し
た
の
は
「前
作
二
」
を
読
ん
だ
後
の
事
で
あ
る
。
「然
細
玩
其
叙
事
處
、
大
率
於
原
本
相
反
、
而
語
言
聲
口
亦
與
前
書
不
相
吻
合
、
於
人
心
終
覺
未
傴
。
」
と
あ
る
の
が
ま
さ
に
『續
紅
樓
夢
』
を
書
い
た
動
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機
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
「前
作
一
」
が
悲
劇
小
説
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
根
底
に
あ
っ
て
の
「前
作
二
」
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「前
作
二
」
に
つ
い
て
は
こ
の
「續
紅
樓
夢
弁
言
」
の
他
で
も
秦
子
忱
が
述
べ
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
「凡
例
」
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
『後
紅
樓
夢
』
書
中
、
因
前
書
卷
帙
浩
繁
、
恐
海
内
君
子
或
有
未
購
、
及
已
購
而
難
於
携
帯
、
故
又
叙
出
前
書
事
畧
一
眼
、
列
於
卷
首
、
以
便
參
考
。
鄙
意
不
敢
效
顰
。
葢
閲
尅
前
書
者
、
再
閲
續
本
方
能
一
目
瞭
然
;
若
前
書
目
所
未
覩
、
即
參
考
事
畧
豈
能
盡
知
其
詳
。
續
本
縦
有
可
観
、
依
舊
味
同
嚼
蜷
、
不
如
不
叙
事
畧
之
爲
省
筆
也
。
こ
れ
は
「前
作
二
」
に
あ
る
「後
紅
樓
夢
摘
叙
前
紅
樓
夢
簡
明
事
畧
」
(以
後
「簡
明
事
畧
」
と
略
す
)
に
対
し
て
秦
子
忱
の
意
見
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「簡
明
事
畧
」
に
は
、
「前
作
二
」
の
作
者
・
逍
遥
子
が
「前
作
一
」
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
述
べ
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
「前
作
一
」
の
話
を
改
竄
し
、
「前
作
二
」
に
続
け
や
す
い
よ
う
に
逍
遥
子
自
身
が
書
き
か
え
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「簡
明
事
畧
」
の
中
に
、
黛
玉
機
警
而
辨
、
熙
鳳
竊
畏
之
矣
、
使
偶
寶
玉
必
反
家
政
也
。
適
王
夫
人
之
姨
薛
姨
攜
其
女
寶
釵
來
、
有
麗
色
又
柔
訥
而
下
人
。
熙
鳳
心
竊
喜
、
以
爲
王
夫
人
之
姨
女
也
、
是
可
惑
寶
玉
而
逐
黛
玉
、
惟
我
計
耳
、
乃
浸
潤
抑
揚
於
史
太
母
、
王
夫
入
。
一
一
九
『續
紅
樓
夢
』
考
(藤
田
尚
代
)
と
あ
る
。
王
熙
鳳
は
黛
玉
が
賢
い
事
を
恐
れ
、
宝
玉
と
結
婚
さ
せ
た
な
ら
ば
必
ず
家
政
は
自
分
か
ら
黛
玉
へ
と
移
る
と
考
え
て
、
宝
釵
が
美
人
で
お
と
な
し
く
人
に
へ
り
く
だ
る
性
格
の
た
め
、
こ
れ
を
喜
び
宝
玉
を
誘
惑
さ
せ
、
黛
玉
を
追
い
払
お
う
と
し
た
、
と
あ
り
逍
遥
子
は
「前
作
一
」
の
王
熙
鳳
を
完
全
に
悪
者
に
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
文
章
で
あ
る
。
ま
た
、
遂
有
檜
、
道
與
寶
玉
往
來
、
以
談
道
惑
誘
寶
玉
。
寶
玉
屡
欲
遁
跡
、
輒
爲
家
人
阻
留
。
至
是
賈
政
出
使
、
寶
玉
攜
賈
蘭
赴
秋
試
、
寶
玉
既
出
闔
、
遂
遁
去
。
(中
略
)
寶
玉
本
富
貴
子
第
不
習
苦
、
又
悟
檜
、
道
之
蠱
也
。
適
遇
賈
政
於
毘
陵
驛
乃
自
蹄
、
政
驚
喜
攜
歸
。
と
あ
る
の
は
宝
玉
の
出
家
は
僧
、
道
に
惑
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
と
し
て
、
毘
陵
驛
で
賈
政
に
会
い
共
に
帰
っ
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
は
紛
れ
も
な
く
逍
遥
子
が
改
竄
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
『續
紅
樓
夢
』
「凡
例
」
の
「
鄙
意
不
敢
效
顰
。
葢
閲
這
前
書
者
、
再
閲
續
本
方
能
一
目
瞭
然
;
若
前
書
目
所
未
覩
、
即
參
考
事
畧
豈
能
盡
知
其
詳
。
」
は
秦
子
忱
が
逍
遥
子
の
そ
う
し
た
行
い
を
批
判
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『續
紅
樓
夢
』
第
三
十
巻
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
寶
玉
道
..
「
(略
)
我
推
開
菴
門
看
時
、
原
來
就
是
和
老
爺
聯
過
宗
的
那
個
賈
雨
村
、
和
一
個
什
麼
空
空
道
人
。
他
兩
個
見
我
推
門
進
來
、
倶
各
大
喜
道
.
.
「
祢
來
的
正
好
。
祢
當
日
的
那
部
『石
頭
記
』
、
原
是
我
兩
人
煩
曹
雪
芹
先
生
編
次
校
定
的
。
至
於
祢
們
後
來
的
這
一
段
因
果
、
又
有
一
個
朋
友
一
二
〇
託
曹
雪
芹
替
祢
編
了
一
部
『後
紅
樓
』
。
祢
且
坐
下
礁
礁
、
合
祢
的
意
思
不
合
?
」
於
是
、
讓
我
坐
下
、
從
案
上
取
出
一
部
書
遞
與
我
看
。
我
接
了
過
來
、
從
頭
至
尾
閲
了
一
遍
。
那
裏
是
曹
雪
芹
的
手
筆
?
語
言
ロ
吻
全
然
不
像
、
甚
不
合
我
的
意
思
。」
(中
略
)
寶
玉
道
..
「
節
目
太
多
、
也
記
不
得
了
。
只
恍
惚
記
得
是
從
南
方
來
了
林
妹
妹
的
一
個
哥
哥
。
」
黛
玉
失
驚
道
.・
「我
那
裏
有
什
麼
哥
哥
昵
!
」
寶
玉
道
.
.
「迩
不
止
單
是
祢
哥
哥
、
述
帯
着
一
個
朋
友
來
了
、
叫
個
什
麼
姜
景
星
。
一
到
家
裡
、
听
見
祢
的
才
貌
、
他
就
大
動
了
心
。
後
來
他
一
心
兒
要
聘
祢
、
休
哥
哥
也
願
意
給
他
、
祢
自
己
也
願
意
嫁
他
。
」
(中
略
)
黛
玉
紅
了
臉
道
.
.
「依
祢
這
様
説
來
、
僭
們
後
來
的
這
一
段
因
果
、
竟
要
由
他
説
壊
、
是
不
能
更
改
的
了
麼
?
」
こ
こ
で
は
、
宝
玉
と
黛
玉
ら
の
会
話
の
中
で
「前
作
二
」
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
「
こ
れ
は
曹
雪
芹
の
手
筆
だ
ろ
う
か
?
言
葉
が
ま
っ
た
く
違
う
し
、
甚
だ
し
く
私
の
考
え
に
会
わ
な
い
」
と
「前
作
二
」
を
批
判
し
、
ま
た
林
黛
玉
の
兄
が
南
方
か
ら
や
っ
て
き
た
事
、
ま
た
そ
の
兄
が
姜
景
星
と
い
う
友
人
を
連
れ
て
き
て
黛
玉
と
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し
た
事
、
な
ど
「前
作
二
」
の
具
体
的
な
話
が
述
べ
ら
れ
、
そ
し
て
「前
作
二
」
の
作
者
・
逍
遥
子
が
新
た
に
設
定
し
た
人
物
・
林
良
玉
や
姜
景
星
と
い
っ
た
人
物
は
で
た
ら
め
で
、
改
め
る
事
は
で
き
な
い
の
か
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
逍
遥
子
が
新
た
に
登
場
人
物
を
作
っ
た
事
へ
秦
子
忱
が
異
議
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
登
場
人
物
設
定
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
秦
子
忱
に
は
「前
作
二
」
に
対
し
て
同
意
し
か
ね
る
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
れ
が
「前
作
一
」
へ
の
不
満
と
融
合
し
て
執
筆
に
い
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「前
作
二
」
の
改
竄
し
た
こ
と
、
ま
た
登
場
人
物
を
新
た
に
設
定
し
た
事
な
ど
に
秦
子
忱
は
反
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
「前
作
二
」
へ
の
そ
う
し
た
反
発
を
ふ
ま
え
た
上
で
『續
紅
樓
夢
』
の
構
成
、
作
風
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
三
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
秦
子
忱
が
『續
紅
樓
夢
』
を
執
筆
す
る
に
至
っ
た
の
は
「先
行
作
品
」
に
対
す
る
不
満
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
で
は
次
に
秦
子
忱
が
自
作
の
『續
紅
樓
夢
』
に
お
い
て
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
改
め
、
こ
の
不
満
を
解
消
し
た
か
を
作
品
に
お
け
る
人
物
設
定
と
空
間
設
定
の
両
設
定
に
見
ら
れ
る
工
夫
か
ら
見
て
み
よ
う
。
(
一
)
人
物
設
定
そ
も
そ
も
「前
作
二
」
は
「前
作
一
」
に
対
す
る
不
満
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
事
の
順
序
と
し
て
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
点
に
関
(
　
)
し
て
す
で
に
拙
稿
が
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
所
は
発
表
し
た
が
、
今
そ
の
要
点
を
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
逍
遥
子
は
作
品
冒
頭
に
「簡
明
事
畧
」
を
か
か
げ
、
そ
の
中
で
「
『紅
樓
夢
』
何
以
作
?
爲
賈
寶
玉
、
林
黛
玉
夫
婦
作
也
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
な
に
よ
り
も
『紅
樓
夢
』
は
賈
寶
玉
と
林
黛
玉
と
が
最
終
的
に
結
ば
れ
大
団
円
で
終
わ
る
小
説
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
ず
以
っ
て
賈
寶
玉
の
意
に
反
し
て
薛
寶
釵
と
結
婚
し
、
黛
玉
と
死
別
す
る
こ
と
に
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
な
っ
て
い
る
「前
作
一
」
の
結
末
に
は
大
い
な
る
不
満
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
逍
遥
子
は
作
品
冒
頭
で
、
一
度
死
ん
だ
は
ず
の
黛
玉
を
強
引
に
蘇
生
さ
せ
寶
玉
と
結
ば
せ
よ
う
と
し
、
逆
に
寶
玉
、
黛
玉
の
二
人
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
人
物
は
登
場
さ
せ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
「前
作
一
」
に
お
い
て
寶
玉
と
黛
玉
の
仲
を
さ
い
た
王
熙
鳳
は
最
後
ま
で
蘇
生
で
き
ず
に
作
中
終
始
登
場
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
「前
作
一
」
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
人
物
を
相
当
登
場
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
林
良
玉
・
姜
景
星
・
王
元
・
林
如
岳
・
龍
夫
人
・
蔡
良
・
趙
之
忠
・
単
昇
・
呉
祥
・
林
柏
年
・
楊
周
児
・
汪
福
・
喜
鳳
・
李
瑶
・
墨
琴
な
ど
多
数
い
る
。
上
記
の
新
登
場
人
物
を
み
る
と
極
端
に
林
黛
玉
の
血
縁
関
係
に
あ
る
も
の
、
も
し
く
は
主
従
関
係
に
あ
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
林
如
海
夫
婦
に
育
て
ら
れ
た
林
良
玉
(黛
玉
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
)
、
林
良
玉
が
幼
い
時
に
亡
く
な
っ
た
両
親
の
林
如
岳
と
龍
夫
人
、
さ
ら
に
林
家
に
先
代
か
ら
仕
え
て
い
る
老
僕
の
王
元
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「前
作
一
」
で
は
林
黛
玉
は
賈
家
に
お
い
て
は
身
寄
り
が
な
く
、
そ
の
為
に
薛
寶
釵
と
比
べ
や
や
も
す
れ
ば
不
利
な
立
場
に
い
た
が
、
こ
の
「前
作
二
」
に
お
い
て
逍
遥
子
が
こ
の
よ
う
な
黛
玉
の
血
縁
関
係
の
登
場
人
物
を
多
数
補
う
事
に
よ
っ
て
、
黛
玉
の
賈
家
に
お
け
る
地
位
を
安
定
さ
せ
、
し
い
て
は
高
め
さ
せ
る
こ
と
を
は
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
で
は
秦
子
忱
は
、
続
作
に
お
け
る
人
物
設
定
に
関
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
秦
子
忱
は
「前
作
二
」
に
見
ら
れ
る
新
人
物
設
定
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
は
『續
紅
樓
夢
』
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
次
の
「凡
例
」
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
一
二
一
『續
紅
樓
夢
』
考
(藤
田
尚
代
)
書
中
所
用
一
切
人
名
・
脚
色
、
悉
本
前
書
内
所
有
之
人
。
葢
續
者
續
前
書
也
、
原
不
宜
妄
意
増
添
。
惟
僣
道
二
人
、
在
大
荒
山
空
空
洞
焚
修
、
若
無
童
子
伺
應
、
似
属
非
宜
、
故
添
出
一
松
鶴
童
子
。
此
外
、
悉
仍
其
舊
。
つ
ま
り
、
い
く
ら
続
作
と
は
い
え
、
逍
遥
子
の
よ
う
に
続
作
者
の
都
合
で
勝
手
に
新
た
な
登
場
人
物
を
設
定
し
て
は
い
け
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『續
紅
樓
夢
』
第
三
十
巻
で
寶
玉
が
「前
作
二
」
の
こ
と
を
紹
介
し
て
、
黛
玉
に
は
南
方
か
ら
一
人
の
兄
(林
良
玉
を
指
す
)
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
と
、
黛
玉
は
「我
那
裏
有
什
麼
哥
哥
昵
1
」
と
言
っ
て
い
る
の
も
秦
子
忱
の
「前
作
二
」
に
お
け
る
新
登
場
人
物
設
定
に
対
す
る
批
判
と
い
え
る
。
秦
子
忱
は
何
故
、
続
作
で
新
し
い
登
場
人
物
を
設
定
し
て
は
い
け
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「凡
例
」
や
そ
の
他
の
ど
こ
に
も
そ
の
答
え
は
書
い
て
な
い
が
、
恐
ら
く
、
い
く
ら
続
作
と
は
い
え
無
制
限
に
新
登
場
人
物
を
設
定
す
る
事
に
よ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
原
作
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
を
自
ら
戒
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(二
)
空
間
設
定
ー
人
界
・
地
府
・
太
虚
幻
境
秦
子
忱
は
「前
作
一
」
の
人
物
設
定
に
こ
だ
わ
り
、
そ
の
結
果
「前
作
二
」
の
よ
う
な
安
易
な
新
登
場
人
物
の
設
定
に
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
逆
に
す
で
に
見
た
よ
う
に
「前
作
一
」
の
よ
う
な
寶
玉
と
黛
玉
を
死
別
さ
せ
る
こ
と
に
は
納
得
が
で
き
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
「前
作
二
」
と
同
じ
よ
う
に
寶
玉
と
黛
玉
と
を
結
婚
さ
せ
、
結
末
を
大
団
円
で
締
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『續
紅
樓
夢
』
に
お
い
て
寶
玉
と
黛
玉
と
を
再
び
一
緒
に
さ
せ
る
に
一
二
二
し
て
も
、
一
方
は
行
方
不
明
、
そ
し
て
一
方
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「前
作
一
」
で
は
黛
玉
以
外
の
主
要
人
物
の
多
く
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
彼
等
の
死
後
の
こ
と
は
絶
え
て
描
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
、
秦
子
忱
は
寶
玉
と
黛
玉
と
を
結
婚
さ
せ
、
し
い
て
は
賈
家
を
再
興
さ
せ
大
団
円
で
終
ら
す
方
法
と
し
て
「
死
者
の
復
活
」
を
考
え
だ
し
た
。
こ
こ
で
述
べ
る
「復
活
」
と
は
「生
き
返
る
」
こ
と
で
は
な
く
、
「
「前
作
一
」
で
亡
く
な
っ
た
人
物
の
『續
紅
楼
夢
』
中
へ
の
再
登
場
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「前
作
一
」
中
の
多
く
の
少
女
た
ち
は
元
来
、
太
虚
幻
境
の
仙
女
た
ち
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
人
界
で
な
く
な
っ
た
彼
女
た
ち
は
も
と
の
太
虚
幻
境
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
秦
子
忱
は
こ
の
太
虚
幻
境
の
仙
女
以
外
の
人
物
を
「復
活
」
さ
せ
る
為
に
、
こ
の
作
品
で
は
新
た
に
「地
府
」
と
い
う
世
界
を
設
定
し
た
。
つ
ま
り
『續
紅
樓
夢
』
で
は
人
界
の
他
に
太
虚
幻
境
と
地
府
と
い
う
三
世
界
を
設
定
し
、
か
つ
こ
の
三
世
界
を
、
こ
れ
を
焚
く
と
死
者
の
魂
を
呼
寄
せ
、
生
者
と
(9
)
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
「返
魂
香
」
と
こ
れ
を
焚
く
と
生
者
の
夢
の
中
で
死
者
と
会
え
る
と
い
う
「尋
夢
香
」
の
両
種
の
香
を
用
い
て
誰
で
も
自
由
に
三
世
界
を
往
来
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
「前
作
一
」
で
亡
く
な
り
『續
紅
樓
夢
』
で
「復
活
」
し
た
人
物
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
お
り
、
ま
た
ど
の
世
界
に
「復
活
」
し
た
か
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
1
地
府
史
太
君
・
林
海
如
・
賈
敏
・
賈
珠
・
馮
淵
・
潘
又
安
・
司
棋
・
秦
鐘
・
張
金
哥
・
鮑
二
家
的
・
賈
瑞
・
趙
氏
H
.
太
虚
幻
境
(下
線
は
金
陵
十
二
釵
)
林
黛
玉
・
秦
可
卿
・
賈
元
春
・
賈
迎
春
・
王
熙
鳳
・
金
釧
児
・
鴛
鴦
・
尤
二
姐
・
尤
三
姐
・
晴
霎
・
香
菱
・
瑞
珠
1
.
に
は
こ
の
他
に
長
安
守
備
公
子
と
し
て
崔
文
瑞
と
史
湘
雲
の
夫
と
し
て
林
成
玉
が
「復
活
」
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
「前
作
一
」
に
は
っ
き
り
と
名
前
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
為
に
秦
子
忱
が
崔
文
瑞
・
林
成
玉
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
が
、
「前
作
一
」
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
名
前
を
新
し
く
つ
け
る
こ
と
に
対
し
て
、
注
意
書
き
を
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
「凡
例
」
の
一
つ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
に
そ
の
文
章
を
あ
げ
る
。
前
紅
樓
夢
書
中
、
如
史
湘
雲
之
壻
以
及
張
金
哥
之
夫
、
均
無
紀
出
姓
名
、
誠
爲
缺
典
。
茲
本
若
不
擬
以
姓
名
、
仍
令
閲
者
茫
然
。
今
不
得
已
妄
擬
二
名
、
雖
渉
穿
鑿
、
君
子
諒
之
。
こ
の
他
に
「前
作
一
」
で
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
生
死
が
わ
か
ら
な
く
な
る
な
ど
し
て
途
中
か
ら
登
場
し
な
く
な
っ
た
人
物
で
『續
紅
樓
夢
』
に
「復
活
」
し
た
も
の
が
数
名
い
る
が
そ
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
1
地
府
焦
大
・
智
能
児
H
.
太
虚
幻
境
劉
こ
の
三
世
界
の
設
定
は
、
こ
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
作
用
を
も
た
ら
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
亡
く
な
っ
て
太
虚
幻
境
と
い
う
仙
界
に
戻
っ
た
者
も
、
地
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
府
と
い
う
冥
土
に
行
っ
た
者
も
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
自
由
に
一
時
的
で
あ
れ
永
遠
で
あ
れ
人
界
に
戻
っ
て
こ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
作
品
で
は
す
で
に
「死
」
は
悲
劇
で
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
結
果
、
「前
作
一
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
重
苦
し
い
人
界
世
界
の
宿
命
的
生
老
病
死
や
、
人
と
人
と
の
怨
恨
、
嫉
妬
な
ど
に
よ
る
衝
突
な
ど
を
描
く
必
要
が
あ
ま
り
な
く
な
り
、
全
篇
す
っ
か
り
重
圧
感
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
に
説
く
"軽
み
"
の
作
風
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
『續
紅
樓
夢
』
の
作
風
の
項
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
四
『續
紅
樓
夢
』
の
作
風
に
つ
い
て
(
一
)
調
和
団
円
へ
の
指
向
し
ば
し
ば
述
べ
て
き
た
よ
う
に
『續
紅
樓
夢
』
は
「前
作
一
」
の
悲
劇
的
要
素
を
き
わ
め
て
取
り
除
こ
う
と
し
た
作
品
と
い
え
る
。
ま
ず
、
主
要
人
物
で
あ
る
寶
玉
・
黛
玉
の
大
団
円
は
秦
子
忱
に
と
っ
て
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
主
要
入
物
と
し
て
金
陵
十
二
釵
の
迎
春
と
そ
の
夫
・
孫
紹
祖
や
同
じ
く
金
陵
十
二
釵
の
史
湘
雲
と
そ
の
夫
・
林
成
玉
を
取
り
上
げ
大
団
円
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「前
作
一
」
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
人
物
が
『續
紅
樓
夢
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
を
描
か
れ
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
し
か
し
秦
子
忱
は
脇
役
、
し
か
も
数
回
ど
こ
ろ
か
一
度
話
し
に
の
ぼ
っ
た
だ
け
の
人
物
に
ま
で
も
取
り
上
げ
て
円
満
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
更
に
は
「前
作
一
」
で
悪
人
と
し
て
描
か
れ
亡
く
な
っ
た
人
物
た
ち
を
も
『續
紅
樓
夢
』
中
取
り
上
げ
る
こ
と
な
く
無
視
し
て
抹
一
二
三
『續
紅
樓
夢
』
考
(藤
田
尚
代
)
殺
す
る
事
も
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「復
活
」
さ
せ
、
そ
の
後
の
一
応
の
結
末
を
描
い
て
い
る
。
『續
紅
樓
夢
』
は
徹
底
し
て
「前
作
一
」
の
悲
劇
的
要
素
を
取
り
除
こ
う
と
し
て
い
る
　o
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
林
依
瓏
氏
の
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
『續
紅
樓
夢
』
は
主
要
人
物
の
関
係
が
調
和
の
と
れ
た
類
の
続
書
で
あ
り
、
人
と
空
間
と
の
矛
盾
・
人
と
人
と
の
矛
盾
・
人
と
価
値
観
と
の
矛
盾
を
取
り
除
き
調
和
団
円
に
導
こ
う
と
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
調
和
団
円
へ
の
指
向
に
つ
い
て
は
、
『續
紅
樓
夢
』
の
作
風
の
一
つ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
止
め
て
お
く
。
(
二
)
読
者
の
協
力
の
予
想
次
に
『續
紅
樓
夢
』
の
作
風
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
は
、
(
一
)
調
和
団
円
へ
の
指
向
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
『續
紅
樓
夢
』
は
そ
の
作
品
全
体
を
通
し
て
調
和
団
円
へ
の
指
向
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
何
も
主
要
人
物
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
脇
役
、
し
か
も
一
度
話
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
の
も
の
に
及
ん
で
い
る
。
続
書
で
あ
る
以
上
「前
作
一
」
を
読
ん
だ
上
で
の
作
品
で
あ
る
事
は
勿
論
だ
が
、
『續
紅
樓
夢
』
の
こ
う
し
た
「前
作
一
」
の
些
細
な
逸
話
を
取
り
出
し
て
描
く
事
は
、
か
な
り
精
通
し
た
読
者
を
前
提
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
言
に
脇
役
と
い
っ
て
も
様
々
で
、
例
え
ば
柳
湘
蓮
と
尤
三
姐
の
よ
う
に
、
主
要
登
場
人
物
に
極
め
て
近
い
重
要
な
役
割
の
才
子
佳
人
や
、
崔
文
瑞
と
張
金
哥
の
よ
う
に
数
回
人
の
話
に
の
ぼ
っ
た
だ
け
の
才
子
佳
人
、
は
て
は
賈
芸
と
小
紅
、
齢
官
と
薔
児
、
万
児
と
焙
茗
と
い
っ
た
侍
女
た
ち
の
話
ま
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
一
二
四
あ
る
。
崔
文
瑞
と
張
金
哥
の
場
合
、
「前
作
一
」
で
こ
の
二
人
は
許
婚
で
あ
っ
た
が
、
王
熙
鳳
の
妨
害
の
た
め
に
破
談
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
張
金
哥
は
首
を
吊
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
長
安
守
備
公
子
(崔
文
瑞
)
は
川
に
身
を
投
じ
て
後
を
追
う
、
と
い
う
「前
作
一
」
十
五
、
十
六
回
の
話
が
あ
り
、
こ
れ
が
『續
紅
樓
夢
』
で
は
、
張
金
哥
は
地
府
で
史
太
君
ら
に
前
世
の
不
幸
を
打
明
け
、
許
婚
を
探
し
て
も
ら
う
。
後
、
崔
文
瑞
と
張
金
哥
は
林
如
海
・
賈
珠
ら
に
よ
っ
て
再
会
し
、
結
婚
し
て
林
如
海
ら
に
同
行
す
る
事
を
許
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
『續
紅
樓
夢
』
十
二
巻
か
ら
十
四
巻
の
話
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
場
面
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
王
煕
鳳
が
語
る
場
面
鳳
姐
低
声
説
道
.
.
「好
姐
姐
、
祢
悄
着
些
兒
、
等
我
告
訴
祢
。
那
一
年
、
我
給
小
蓉
大
妨
妨
送
殯
之
時
、
不
是
帶
着
宝
玉
、
秦
鐘
在
饅
頭
菴
住
過
兩
天
麼
、
那
時
、
老
姑
姑
子
和
我
商
量
着
幹
了
一
件
没
天
良
的
事
兒
。
有
一
個
張
卿
宦
、
他
有
個
女
孩
児
名
叫
金
哥
、
原
許
聘
了
一
個
守
脩
的
兒
子
。
後
來
長
安
府
知
府
的
小
舅
子
李
衙
内
看
見
金
哥
美
貌
、
也
要
聘
了
爲
妻
、
這
個
守
備
家
不
依
、
打
了
官
司
。
因
我
們
家
和
雲
節
度
家
是
親
戚
、
老
姑
姑
子
求
我
和
雲
節
度
處
説
了
、
硬
壓
派
着
守
備
家
退
了
親
。
誰
知
道
這
個
女
孩
子
守
志
不
從
、
自
縊
而
死
、
守
備
的
兒
子
也
是
個
情
種
、
听
見
金
哥
尋
了
死
、
他
也
尋
了
死
。
我
自
從
作
了
這
件
事
、
活
一
日
懸
着
一
日
的
心
。
如
今
剛
纔
放
了
心
、
誰
又
知
道
纔
剛
兒
大
街
上
有
一
個
女
孩
了
拉
住
老
太
太
的
轎
子
喊
寃
告
状
、
我
听
見
秦
鐘
説
就
是
張
家
的
女
孩
子
、
告
的
就
是
我
。
我
想
、
這
件
事
若
教
姑
老
爺
知
道
了
、
我
這
個
臉
可
放
在
那
裡
昵
?
」
(
『續
紅
樓
夢
』
第
十
二
巻
)
次
に
張
金
哥
が
許
婚
の
名
前
を
聞
か
れ
て
答
え
る
場
面
。
賈
珠
道
:
「
称
丈
夫
可
叫
什
麼
名
字
?
」
張
金
哥
道
:
「我
不
知
他
的
名
字
叫
什
麼
。
」
賈
珠
道
..
「
可
姓
什
麼
?
」
金
哥
流
思
了
一
會
、
道
..
「大
概
姓
崔
。」
賈
珠
听
了
笑
道
.
.
「怎
麼
連
自
己
丈
夫
的
姓
都
不
知
道
昵
?
迩
説
大
概
姓
崔
。
如
此
看
來
、
祢
這
張
状
子
多
半
也
是
読
的
了
。
」
金
哥
發
急
道
:
「人
家
一
個
女
孩
兒
家
、
給
了
婆
家
、
怎
塵
好
意
思
打
聽
丈
夫
的
名
姓
昵
?
」
賈
珠
笑
道
..
「既
不
好
意
思
打
聽
、
怎
麼
又
知
道
大
概
姓
崔
昵
?
」
金
哥
道
:
「
這
也
有
一
個
縁
故
、
當
日
他
家
下
聘
之
時
、
我
哥
哥
就
和
我
嗷
着
頑
兒
、
我
就
急
了
、
狠
狠
的
陣
了
他
一
口
。
我
哥
哥
.
.説
「
胚
、
祢
婆
婆
家
姓
崔
。」
所
以
我
纔
知
道
了
。」
説
的
衆
人
一
齋
都
笑
起
來
。
馮
淵
道
:
「如
此
説
來
更
容
易
了
、
但
凡
姓
崔
的
、
他
父
親
做
迸
守
脩
的
就
是
祢
的
丈
夫
了
。
」
(『續
紅
樓
夢
』
第
十
二
巻
)
崔
文
瑞
と
張
金
哥
は
「前
作
一
」
で
は
悲
劇
的
な
逸
話
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
以
後
王
熙
鳳
が
賈
家
で
ほ
し
い
ま
ま
に
振
舞
う
こ
と
に
な
っ
た
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
話
の
犠
牲
者
、
と
い
う
役
割
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
『續
紅
樓
夢
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
張
金
哥
が
語
り
、
名
前
す
ら
無
か
っ
た
長
安
守
備
公
子
に
は
崔
文
瑞
と
い
う
名
前
が
与
え
ら
れ
大
団
円
で
二
人
の
話
は
お
さ
ま
り
が
つ
く
。
さ
ら
に
は
そ
の
話
の
途
中
で
王
熙
鳳
が
当
時
の
話
を
語
り
、
さ
ら
に
は
今
の
心
境
を
話
す
場
面
や
、
張
金
哥
が
許
婚
の
名
前
を
聞
か
れ
て
答
え
る
場
面
と
い
っ
た
も
の
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
『續
紅
樓
夢
』
に
は
こ
の
よ
う
な
「前
作
一
」
の
逸
話
を
取
り
出
し
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
描
写
し
た
も
の
、
ま
た
当
時
を
振
り
返
り
「前
作
一
」
で
は
語
ら
れ
無
か
っ
た
事
を
付
け
加
え
た
も
の
や
、
そ
の
後
日
談
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
。
ま
た
時
に
は
「前
作
一
」
の
注
解
か
と
思
わ
れ
る
部
分
す
ら
見
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
。
薛
寶
釵
が
物
思
い
に
ふ
け
る
場
面
寶
釵
囘
到
房
中
、
坐
在
榻
上
思
前
想
後
、
不
覺
又
傷
起
心
來
。
自
己
想
着
.
.若
説
與
寶
玉
無
縁
、
怎
麼
又
有
金
玉
相
配
之
驗
;
若
読
與
寶
玉
有
縁
、
怎
麼
又
有
個
林
妹
妹
在
中
間
攪
和
着
昵
?
又
細
想
寶
玉
與
黛
玉
他
兩
個
那
一
番
情
分
、
所
有
在
大
觀
園
的
人
、
那
一
個
人
都
不
知
道
昵
、
怎
麼
老
太
太
、
老
爺
、
太
太
却
不
把
林
妹
妹
配
他
、
偏
又
舎
近
而
求
遠
的
把
我
娶
了
來
?
如
今
弄
的
死
的
死
了
、
走
的
走
了
、
嫁
的
嫁
了
、
閃
得
我
有
始
無
終
的
、
臉
上
也
見
不
得
人
了
。
(『續
紅
樓
夢
』
第
七
巻
)
こ
れ
は
秦
子
忱
の
考
え
る
、
寶
玉
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
か
ら
の
薛
寶
釵
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
場
面
だ
と
思
わ
れ
る
。
「前
作
一
」
で
寶
玉
に
と
り
残
さ
れ
た
寶
釵
の
そ
の
後
の
様
子
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
心
情
を
描
く
事
で
、
「前
作
一
」
で
語
ら
れ
な
か
っ
た
事
に
対
す
る
秦
子
忱
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
『續
紅
樓
夢
』
は
こ
う
い
っ
た
「前
作
一
」
で
語
ら
れ
な
か
っ
た
事
、
ま
た
悲
劇
の
ま
ま
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
小
さ
な
逸
話
を
取
り
上
げ
て
い
る
事
が
多
い
。
こ
れ
は
「前
作
二
」
の
「簡
明
事
畧
」
の
よ
う
に
未
だ
読
ん
だ
事
の
な
い
読
者
の
た
め
に
大
略
を
述
べ
る
、
と
い
っ
た
考
え
は
全
く
な
く
、
あ
く
ま
で
「前
作
一
」
一
二
五
『續
紅
樓
夢
』
考
(藤
田
尚
代
)
に
精
通
し
て
い
る
読
者
、
い
わ
ば
「
紅
迷
」
を
対
象
に
し
て
い
る
。
言
葉
を
か
え
て
述
べ
る
と
『續
紅
樓
夢
』
は
「紅
迷
」
の
協
力
を
前
提
に
し
て
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
(三
)
諧
謔
性
と
"軽
み
"
の
作
風
こ
れ
ま
で
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
『續
紅
樓
夢
』
で
は
人
と
人
と
が
衝
突
す
る
こ
と
な
く
、
全
て
う
ま
く
調
和
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
話
が
す
す
む
。
そ
の
結
果
「前
作
一
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
の
業
、
つ
ま
り
病
気
、
死
、
恨
み
、
嫉
妬
と
い
っ
た
も
の
や
、
人
間
社
会
の
重
圧
、
つ
ま
り
封
建
社
会
に
お
け
る
富
貴
な
家
の
も
つ
重
圧
と
い
っ
た
も
の
を
解
き
放
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
か
わ
り
に
見
ら
れ
る
の
は
諧
謔
性
と
"軽
み
"
の
作
風
で
あ
る
。
『續
紅
樓
夢
』
の
い
た
る
こ
と
ろ
に
、
じ
ょ
う
だ
ん
・
む
だ
口
と
い
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
「
前
作
一
」
で
も
冗
談
を
言
い
あ
う
場
面
は
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「前
作
一
」
で
は
終
始
、
暗
雲
が
覆
っ
て
い
た
。
例
え
ば
第
二
回
で
栄
・
寧
国
邸
は
す
で
に
見
か
け
こ
そ
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
勝
手
も
と
の
事
情
は
す
っ
か
り
乏
し
く
な
っ
て
い
る
、
と
あ
り
ま
た
、
第
五
回
で
は
金
陵
十
二
釵
の
少
女
た
ち
の
未
来
を
暗
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
暗
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「前
作
一
」
で
は
悲
劇
へ
の
伏
線
が
ひ
か
れ
て
い
た
、
そ
の
中
で
の
じ
ょ
う
だ
ん
・
む
だ
口
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『續
紅
樓
夢
』
で
は
、
「前
作
一
」
の
そ
う
い
っ
た
人
間
の
業
や
入
間
社
会
の
重
圧
を
取
り
除
き
、
矛
盾
や
衝
突
を
調
和
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
諧
謔
性
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
『續
紅
樓
夢
』
に
は
数
多
く
面
白
み
あ
ふ
れ
る
じ
ょ
う
だ
ん
や
ふ
ざ
け
が
見
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
。
一
二
六
金
釧
兒
轗
了
個
空
兒
、
悄
悄
的
掲
開
帳
簾
一
看
、
只
見
宝
玉
、
睛
霎
二
人
爛
睡
流
鼾
、
推
之
不
動
、
就
和
死
人
一
般
。
忽
然
心
生
一
計
、
忙
走
到
鶯
兒
、
紫
鵑
跟
前
、
笑
道
.
.
「姐
姐
們
、
弥
們
礁
、
前
ロ
ハ晩
上
、
二
爺
到
僭
們
屋
裏
的
時
候
、
晴
霎
這
個
蹄
個
、
把
僭
們
三
人
擺
怖
了
一
個
倒
地
兒
、
我
想
俗
們
今
兒
也
報
他
個
仇
兒
解
解
恨
、
也
是
好
的
。」
鶯
兒
笑
道
:
「
祢
有
個
什
麼
報
仇
的
法
兒
、
弥
且
説
説
。」
金
釧
兒
笑
道
..
「我
想
趨
着
妨
妨
們
不
在
這
裏
、
僭
們
把
二
爺
和
晴
霎
的
衣
裳
都
替
他
們
脱
的
干
干
浄
浄
、
蓋
上
一
床
被
窩
、
枕
上
一
個
枕
頭
、
再
把
他
們
的
衣
裳
都
藏
過
。
過
會
子
他
們
遲
了
魂
、
摸
不
着
衣
裳
、
干
急
不
能
起
來
、
僭
們
大
家
嘸
着
笑
一
陣
子
、
這
不
報
仇
了
麼
?
」
(略
)
此
時
、
鶯
兒
早
已
心
活
了
、
便
不
由
紫
鵑
做
主
、
乃
和
金
釧
兒
二
人
輕
輕
的
掲
起
帳
簾
、
先
打
開
了
破
窩
、
安
好
了
枕
頭
、
然
後
嗜
嗜
的
笑
着
、
將
他
二
人
一
個
一
個
的
抱
了
起
來
、
將
上
下
的
衣
服
、
一
件
一
件
的
脱
剥
干
浄
、
重
新
放
倒
、
枕
上
一
個
枕
頭
、
蓋
上
一
床
錦
被
、
臉
對
着
臉
兒
、
安
置
停
妥
、
仍
舊
放
下
帳
簾
。
紫
鵑
在
旁
看
的
也
笑
了
。
又
怕
天
氣
嚴
寒
、
火
盆
裏
多
多
的
添
起
炭
來
。
剛
然
収
拾
完
畢
、
只
見
宝
釵
、
黛
玉
從
外
迹
走
了
進
來
。
三
人
見
了
、
一
齊
迎
了
出
去
。
(略
)
説
着
、
二
人
走
到
裏
間
一
看
、
只
見
一
大
盆
炭
火
、
紅
焔
騰
騰
。
黛
玉
道
..
コ
房
屋
又
不
大
、
籠
下
這
一
大
盆
火
、
也
不
怕
烟
氣
熏
着
了
人
。
我
們
ロ
バ
剛
走
了
、
祢
們
的
新
樣
兒
就
上
來
了
。
」
鶯
兒
、
紫
鵑
不
敢
答
言
、
只
是
据
着
嘴
兒
笑
。
(略
)
言
,r
未
盡
、
只
見
宝
釵
手
掲
着
帳
簾
、
笑
道
..
「曖
駒
駒
、
逑
是
怎
麼
了
?
顰
兒
祢
快
礁
來
。
」
黛
玉
聽
了
、
忙
也
走
來
一
看
、
便
笑
的
岔
了
氣
、
握
着
胸
口
道
:
「怪
道
金
釧
兒
和
鶯
兒
鬼
鬼
崇
崇
的
只
是
笑
、
這
必
是
他
們
倆
人
悄
悄
兒
的
幹
下
的
勾
當
。
」
回
頭
看
時
、
只
見
金
釧
兒
、
鶯
兒
早
笑
的
動
彈
不
得
了
。
(『續
紅
樓
夢
』
第
二
十
四
巻
)
こ
れ
は
寶
玉
と
晴
霎
が
体
を
抜
け
出
し
て
太
虚
幻
境
へ
赴
い
て
い
る
時
に
、
金
釧
児
ら
が
二
人
の
衣
服
を
脱
が
し
て
し
ま
う
場
面
で
あ
る
。
何
も
知
ら
ず
に
や
っ
て
き
た
寶
釵
と
黛
玉
は
部
屋
に
炭
火
が
煌
煌
と
焚
か
れ
て
い
る
わ
け
を
尋
ね
る
が
鶯
兒
ら
は
笑
っ
て
答
え
な
い
。
帳
を
あ
げ
て
み
る
と
そ
こ
に
は
衣
服
を
脱
が
さ
れ
た
二
人
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
炭
火
は
彼
ら
の
た
め
に
焚
か
れ
た
も
の
、
そ
の
う
ち
二
人
も
目
が
醒
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
筋
と
は
関
係
の
な
い
こ
う
い
っ
た
ふ
ざ
け
や
じ
ょ
う
だ
ん
を
ふ
く
ん
だ
話
が
『續
紅
樓
夢
』
に
"軽
み
"
を
加
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『續
紅
樓
夢
』
の
人
間
の
業
や
人
間
社
会
の
重
圧
を
取
り
除
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
真
剣
に
人
生
問
題
を
扱
わ
な
か
っ
た
事
、
ま
た
「前
作
一
」
と
は
逆
に
"
軽
み
"
の
も
た
ら
す
雰
囲
気
が
『續
紅
樓
夢
』
に
文
学
的
限
界
を
も
た
ら
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
は
「前
作
」
と
の
関
係
と
『續
紅
樓
夢
』
の
作
風
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
秦
子
忱
の
「前
作
」
に
対
す
る
不
満
や
反
発
心
が
『續
紅
樓
夢
』
を
執
筆
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
つ
に
は
寶
玉
・
黛
玉
の
情
縁
を
成
し
遂
げ
さ
せ
る
事
で
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
あ
り
、
一
つ
に
は
「前
作
二
」
が
秦
子
忱
の
考
え
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。秦
子
忱
は
続
書
と
は
「
葢
續
者
續
前
書
也
、
原
不
宜
妄
意
増
添
。
」
で
あ
る
べ
き
だ
と
明
記
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
人
物
設
定
を
「前
作
一
」
の
人
物
に
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
し
て
三
世
界
(人
界
・
地
府
・
太
虚
幻
境
)
を
設
定
す
る
事
で
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
人
物
だ
け
で
は
な
く
そ
の
題
材
を
も
「前
作
一
」
に
こ
だ
わ
っ
た
秦
子
忱
は
、
「前
作
一
」
の
多
く
の
逸
話
を
『續
紅
樓
夢
』
に
取
り
出
し
、
そ
の
当
時
語
ら
れ
な
か
っ
た
事
や
後
日
談
を
描
い
た
。
そ
し
て
『續
紅
樓
夢
』
全
体
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
調
和
へ
の
指
向
は
「前
作
一
」
に
見
ら
れ
た
人
間
の
業
、
人
間
社
会
の
重
圧
と
い
っ
た
も
の
を
取
り
除
き
、
諧
謔
性
と
"軽
み
"
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
秦
子
忱
が
続
書
は
前
書
に
続
く
も
の
と
い
う
考
え
で
、
「前
作
一
」
の
人
物
や
逸
話
を
そ
の
ま
ま
『續
紅
樓
夢
』
に
取
り
出
し
、
あ
え
て
「前
作
=
の
枠
に
留
ま
り
意
識
的
に
踏
み
越
え
な
い
よ
う
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
寶
玉
.
黛
玉
の
情
縁
を
成
し
遂
げ
さ
せ
る
こ
と
を
本
筋
と
し
て
、
「前
作
一
」
で
の
矛
盾
を
調
和
し
、
小
さ
な
逸
話
を
取
り
上
げ
、
諧
謔
性
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
本
筋
を
彩
っ
た
作
品
だ
と
考
え
る
。
〔注
〕
(1
)
李
漁
に
よ
る
「三
国
志
演
義
序
」
(両
衡
堂
刊
本
)
に
「嘗
聞
呉
郡
馮
子
猶
、
賞
称
宇
内
四
大
奇
書
、
日
《三
国
》
、
《水
滸
》
、
《西
遊
》
及
《金
瓶
梅
》
四
種
。
余
亦
喜
其
賞
称
爲
近
是
。
(略
)」
と
あ
る
。
一
二
七
『續
紅
樓
夢
』
考
(藤
田
尚
代
)
(
2
)
文
津
出
版
社
、
一
九
九
九
年
刊
。
(
3
)
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
刊
。
(
4
)
『清
人
室
名
別
稱
字
號
索
引
』
(増
補
本
)
二
〇
〇
一
年
刊
。
(
5
)
鄭
師
靖
著
。
鄭
師
靖
、
鄭
虎
文
の
孫
。
生
没
年
不
明
。
(
6
)
先
行
論
文
「注
(
1
)
」
参
照
。
(
7
)
浙
江
図
書
館
蔵
、
嘉
慶
己
未
抱
甕
軒
本
の
影
印
。
(見
返
し
「嘉
慶
己
未
新
栞
、
續
紅
樓
夢
、
抱
甕
軒
」
、
鄭
師
靖
の
「序
」
、
譚
渫
の
「
題
詞
」
、
秦
子
忱
の
「
續
紅
樓
夢
弁
言
」
、
「
題
詞
」
、
「
續
紅
樓
夢
凡
例
」
六
條
、
「續
紅
樓
夢
目
録
」
三
十
巻
有
り
)
。
ま
た
こ
の
他
に
、
一
九
八
八
年
北
京
大
学
出
版
社
《
紅
楼
夢
資
料
叢
書
・
続
書
》
『續
紅
樓
夢
』
も
参
考
資
料
に
し
た
。
こ
れ
は
、
北
京
大
学
図
書
館
蔵
、
嘉
慶
己
未
抱
甕
軒
刊
本
の
排
印
で
あ
る
(見
返
し
「嘉
慶
己
未
新
栞
、
續
紅
樓
夢
、
抱
甕
軒
」
、
鄭
師
靖
の
「
序
」
、
諢
渫
の
「
題
詞
」
、
秦
子
忱
の
「續
紅
樓
夢
弁
言
」
、
「
題
詞
」
、
「
續
紅
樓
夢
凡
例
」
六
條
、
「
續
紅
樓
夢
目
録
」
三
十
巻
有
り
)
。
(8
)
『紅
樓
夢
』
の
續
書
『後
紅
樓
夢
』
の
出
現
に
つ
い
て
(
『
中
国
言
語
文
化
研
究
会
』
第
2
号
)
(
9
)
昔
か
ら
こ
れ
を
焚
く
と
亡
く
な
っ
た
親
族
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
名
香
で
、
蘇
軾
の
「
岐
亭
道
上
見
梅
花
、
戲
贈
季
常
」
(蘇
軾
詩
集
巻
二
十
一
所
収
)
の
「
惹
死
蘭
枯
菊
亦
摧
、
返
魂
香
入
嶺
頭
梅
」
と
い
う
詩
句
に
つ
け
ら
れ
た
王
文
誥
の
注
に
「李
夫
人
死
、
漢
武
帝
念
之
不
已
、
乃
令
方
士
作
返
魂
香
燒
之
、
夫
人
乃
降
」
と
見
え
る
。
ま
た
明
の
周
嘉
胄
の
「
香
乘
」
巻
八
に
も
「
返
魂
香
(略
)
香
氣
聞
數
百
里
。
死
者
在
地
聞
香
氣
、
即
活
。
不
復
亡
也
。
(略
)
」
と
見
え
る
。
し
か
し
、
「
尋
夢
香
」
は
今
の
と
こ
ろ
ど
の
書
に
も
見
つ
か
ら
な
い
。
恐
ら
く
秦
子
忱
の
創
作
か
と
考
え
ら
れ
る
。
(
10
)
先
行
論
文
「
注
(
2
)
」
参
照
。
一
二
八
(ふ
じ
た
た
か
よ
文
学
研
究
科
中
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)
(指
導
"
荒
木
猛
教
授
)
二
〇
〇
三
年
十
月
十
五
日
受
理
